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係性を重視したリーダーシップ、ZOOM や LINE 等の SNS による弱いつながりが活動
の加速と広がりにつながっていた。  
 
キーワード  新型コロナウイルス  介護  ネットワーク  危機意識  対話  
 
Ⅰ  研究の背景と目的  
1 新型コロナウイルス感染症  
 2019 年 12 月に中国の武漢で発生した新型コロナウイルス感染症は、 2020 年には世界
各国に広がった。わが国では、１月に国内初の陽性者が確認され、2 月には新型コロナウ
イルスを感染症法上の指定感染症とし、3 月 13 日には新型インフルエンザ等対策特別措
置法を改正、 4 月 7 日には 7 都府県を対象に緊急事態宣言を発令、 4 月 16 日にはその対
象地域を全国に拡大した。5 月 25 日には緊急事態宣言が解除され、新しい生活様式がス
タートしたが、その後、経済対策として行動制限が緩やかになるとともに感染が拡大し、
感染者数も 30 万人を超え、 2021 年 1 月より再び緊急事態宣言が発令された。  
富山県においては、 3 月 30 日に第 1 号の新型コロナウイルス感染者が発生、 4 月には
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公的病院と介護保険施設においてクラスターが発生し、 4 月末には感染者が 200 人とな
った。当時は、濃厚接触者になると 14 日間の自宅待機となることから、医療や介護の提
供が難しくなるということで、現場ではとても恐れられていた。  
２  危機管理時の支援体制とネットワーク  






に DMAT 注 ２ ）が派遣されることとなり、 2018 年には DWAT 注 ３ ）の整備が都道府県ごと







験をきっかけに、 6 月 3 日には感染症拡大時にも DMAT を派遣すること、 9 月 1 日には
高齢者福祉施設等との連携協定を結び、公的な体制整備を進めつつある。  
 同様に、危機管理時は公的な支援だけでは十分ではなく、災害時にはスピードやきめ









がり、ヒエラルキー上のつながりであると述べている（入山 2019）。  
３  研究の目的  
新型コロナウイルス感染拡大の中で、「新型コロナウイルスを正しく知って、正しく恐
れよう」、「介護現場の悩みを共有し、共に学び、共に解決していこう」と、全国でも早
い段階で職種や組織を超えて介護現場を中心に「TA 介護ネットワーク (LINE 登録数 640
人令和 2 年 12 月 22 日現在 )」が誕生、共創的な活動が注目されている。  
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Ⅱ  研究方法  
１  調査方法と対象                      
本研究は、「TA 介護ネットワーク」（表 1）を対象に、  
エゴセントリック・ネットワーク注 ５ ）に注目し、質的記  
述的研究デザインを用い分析を行った。  
具体的には、まず、「TA 介護ネットワークの代表」、  
副代表、コアメンバー 2 人の 4 人に 1 人約 60 分の半構  
造化インタビューを行った。  
この 4 人を対象とした理由は、ネットワークの代表に  
調査の趣旨を説明したところ、初期から関わり、ネット  
ワークの中心的存在として活動しており、コアメンバー  








 A B C D 
年代・性別  50 代・女  50 代・女  40 代・男  30 代・女  
ネットワークでの立場 代表  コアメンバー  副代表  コアメンバー  
資格  ケアマネ・薬剤師 ケアマネ・介護福祉士 ケアマネ・介護福祉士 医師  









インタビュー時間・方法 64 分：対面  70 分： ZOOM 58 分： ZOOM 55 分 :ZOOM 






















表 1 TA 介護ネットワーク 
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い文節（ 469 文節）に区切り、意味づけを行い、コード化、カテゴリー化を行った。  







認を得ている（承認番号 R2-17）。  
 
Ⅲ  調査結果  





った（表 3－1）。なお、この後の表中に出てくる、略字は表 4 のとおりである。 
表 3-1 新型コロナウイルス感染状況とネットワーク形成プロセス（県内未発生期）  
表 4 表中の略字解説 
 
（ 2）県内発生期：感染が我が事となり、個と個のつながりが始まる  
 
全国・県内の状況  メンバーの状況  ネットワーク形成状況  
【県内未発生期】 
1/6  県：相談対応開始 
1/7  県：健康危機管理対策調整会議 
1/15 神奈川県で国内初感染 
1/16 県：HP による情報提供  
1/30 県：第 1 回県新型コロナウイルス感
染症対策本部会議 




























                  
A～J：代表・副代表・コアメンバー、K~Q ケアマネ協会役員、感：感染者、濃：濃厚接触者、医：ネットワーク顧問・県医
師会理事、看：訪問看護ステーション管理者 、ア：ネットワークアドバイザー、フ：C の知り合いでファシリテーター、大：老健に
入った大学教授、S：D の仲間の医師、風：風に立つライオン基金  
B A 
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県内で初めて陽性が確認されたのは 3 月 30 日で、クラスターが発生した県外の大学か
ら帰省した学生だった。その後、大学生の濃厚接触者として感染が確認された友人の母




提供拒否の対応をきっかけに、同じ仕事仲間の A と連絡をとる。 2 週間後、Ｂは自分の
経験が参考になればと、介護支援専門員協会役員 2 人とコンタクトをとる。  





有していきたいと LINE でつながる。  
(3)クラスター発生期：医師が声かけ対話による現状把握、ネットワーク形成準備期  
4 月 9 日には富山市内の公的病院、 17 日には富山市内の老人保健施設でクラスターが
発生した。市の保健所は病院のクラスター対応をはじめ感染者が増加する中、疫学調査
に追われ、老人保健施設の介護を必要とする感染者の入院調整をする余力はなく、県に






全国・県内の状況  メンバーの状況  ネットワークの形成状況  
【県内発生期】  
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タッフは、クラスター発生後は 5 人となり、 24 時間、入所者 54 人のケアにあたってい
た。応援に入った医師が「介護職が足りていない」と声をあげ、 5 月 2 日に応援の介護
職員が介護を提供するようになった。  
老人保健施設関係の利用者宅を訪問していたＡの事業所のヘルパーが濃厚接触者とな
り、Ａも濃厚接触者の接触者ということで 14 日間の自宅待機となる。ヘルパーは PCR
検査陰性であったが利用者が発熱したので「怖かった」と A は語っている。  










ンタクトをとり、A は、新型コロナウイルスに関することならということで B を紹介し、







全国・県内の状況  メンバーの状況  ネットワークの形成状況  
【クラスター発生期】 
4/7 国：緊急事態宣言（～5/7） 
     埼玉,千葉,東京,神奈川,大阪, 










5/2  県：老健へ介護職員応援派遣  
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看  
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 表 3-4 新型コロナウイルス感染状況とネットワーク形成プロセス（クラスター発生期２）  
（ 4）緊急事態宣言解除後：ネットワーク形成期  
5 月 23 日に集まったメンバーが中心となって声かけし、5 月 30 日には「富山県介護事
業所新型コロナ対策情報交換会（第 1 回有志の会）」を開催、 20 人が参加する。 5 月 29
日まで 10 人だったライン登録者は 63 人となる。C は情報交換会が開催される 44 分前
に D に連絡し、D は参加する。医師のエビデンスに基づく新型コロナウイルス感染症の
話はわかりやすく、また、法人の職員が感染した B からの発表や A の「情報が溢れる中
で保健所もいっぱいいっぱいなので自分たちのことは自分たちで考えていこう」という
声に参加者は共感し、参加者はさらに登録していない者に声をかけた。  
 介護分野ではない C の知人は、「情報共有しただけでは解決にならない」と情報交換
会後、話し合いの内容を図解し見える化し、ファシリテートする。会の名称を決め、情
全国・県内の状況  メンバーの状況  ネットワークの形成状況  
5 月連休明け 
5/6 県：富山県緊急事態 






























































5/23 医,A,B,C,E,L 看,の７人で集まる 
 次回の会議は ZOOM で情報交換
の輪を広げること決まる 
B：介護福祉士会 J,市協会 K へ声か
け 
C：県協会 F、在宅医 D 声かけ 
E：通所介護 G,居宅 H,I に声かけ 
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6 月 6 日には「TA 介護ネットワーク」第 1 回情報交換会を開催、 105 人の登録者のう
ち 30 人が参加、その後、毎週土曜日に情報交換会を開催する。LINE 登録者が 120 人を






表 3-5 緊急事態宣言解除後  































6/1 県：DMAT 派遣可 
6/2 県：感染症対策チー
ム（3 チーム）を新た










6/13 第 2 回 TA 介護ネットワーク 
 グループワークを中心に課題共有 
 コアメンバー 











D：C の相談を受け S 病院の時の仲間に相談、S は標準予防策の研修の講師として全国をま
わっており 7/10、11 に研修会開催となる。費用は、風に立つライオン基金助成となる  
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これらと並行し、D は C の相談に対応するため県外の S 病院の時の仲間と連絡をとっ
たところ、全国的なネットワークとつながり、風に立つライオン基金の支援を受けるこ
ととなり、研修会開催が加速した。  
２  ネットワーク形成・活動継続要因  
 新型コロナウイルス禍での介護職のネットワーク形成及び活動継続に影響している要


































































市  市医師会 
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（ 4）自由度が高い新しい活動方法  
 活動方法として相談、情報提供、研修を、対面に限らず、オンラインと SNS、特に LINE
を活用していた。これまでの介護の現場の情報交換会は対面形式で参加しづらい面があ
ったが、「TA 介護ネットワーク」は ZOOM 形式で興味があればどこからでもアクセスで
きること、つながる安心感、活動の自由度が高いことが特徴であった。  
表５ネットワーク形成・活動継続要因  
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情報提供  情報提供  












真新しさとスマートさ  スマート、おしゃれ、どきどき  






























感動  介護のもつ豊かさ  
心の支え  前向きに頑張れる仲間、やるべきことがある  
自信  自分はできる、活動力の気づき  
好きなこと  もっとやりたい、勉強したい  
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Ⅳ  考察  
 本研究では、新型コロナウイルス禍で形成された介護職のネットワーク形成プロセス
とネットワーク形成・活動継続要因について検討を行った。  
１  感染症危機管理時のネットワーク形成プロセス  
Ｄは今回のインタビューで、コッターの 8 段階プロセスをあげ危機意識の共有と短期
間に結果を出す大切さを述べている。倉岡は、看護の現場の変革として、コッターの企
業変革 8 段階に加え、第 0 段階に「問題を明確化する段階」を追加し、変革を成功させ
るためには、問題を明確化し、関係する人の危機意識を高め変革推進チームをつくり適
切なビジョン（目標）を設定するまでの第 0～ 3 段階が重要と述べている（倉岡 2018）。 
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ビジョンを創りあげるプロセスをとっていた。また、A や B も医師がリーダーシップを
発揮できるよう配慮していた。また、ネットワーク形成後に代表となった A は、情報交
換会等でメンバーとの対話を繰り返し、メンバーの自発性を尊重し運営を行ってきた。






























Ⅴ  まとめ  
新型コロナウイルス禍でできたネットワークの形成プロセスにおいても、コッターの
変革理論で説明できる部分が多かった。コアのコアとなるメンバーが同じ痛み、同じ危
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ム」と定義されており、Disaster Medical Assistance Team の頭文字をとっての略で、
日本 DMAT が平成 17 年４月に発足した。  
3）災害時における福祉支援体制の構築を推進するため、各都道府県において、一般避難
所で災害時要配慮者に対する福祉支援を行う「災害派遣福祉チーム」で Disaster 










その人を中心としたネットワークを掘り起こす方法である（安田 1997）  
引用文献  
阿部圭史（ 2021）｢感染症危機管理｣が国の安保を左右する理由|新型コロナ、長期戦の混
沌|東洋経済オンライン|経済ニュースの新基準  (toyokeizai.net)2021 年 2 月 10 日確認  
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